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本論文は中国文化とその外交との関係性を明らかにすることを目的とする。具体的には、中国文化

を強く反映した「関係
グァンシー

」という特殊な関係性に焦点を当て、それがどのように中国の対外認識と

外交政策の形成に影響を与えるかについて分析する。そのためにまず「関係
グァンシー

」の特徴を整理し、

それに基づいて中国外交の行動パターンに関する一連の仮説を立て、日本、旧ソ連、ベトナムおよ

びアメリカと中国との国際関係の分析を通じてその妥当性を検証していく。なお、今回の報告では

特に 1972 年に日中国交正常化が実現してから 2000 年ころまでの日本との関係性を扱う。 
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